
2025 年度

　　　感のある子どもが目の前にいる時、私たちはどうすればよいか、何かできることはないか、という内容

　　　でお願いしました。　　

　　　　最後には、「注文に時間がかかるカフェ（注カフェ）」についてもご紹介いただきました。

　　　　偶然にも、国際吃音啓発デーに、この研修会を開催できたことも大変嬉しく思っております。

　　　　来年度以降もさらに充実した研修会を開催できたらと考えております。

　　　　　ご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。

文責　品川

　　　　  2025年10月22日、弘前医療福祉大学 保健学科 医療技術学科長であり、かつ言語聴覚士でお

　発達支援Web研修会　 【10月　ことばの研修会】

　　　どまらず、言葉がいかに全般的な発達に関わっているか、また認知や社会性の発達がいかに言葉の

　　　発達に関わっているか、等、発達支援に関わる私達にとっても深い学びとなりました。

     られる 小山内筆子先生をお招きし、「吃音・言葉の遅れがみられる子に対して家族・支援者が実際に

　　　　かなり幅広いテーマになってしまったにもかかわらず、「吃音」「言葉の遅れ」それぞれについて、基礎

　　　的な内容から、実際のかかわりについて、詳しくお話しいただきました。医学的な知見、そして小山内先

　　　生の実際の御経験からのお話は、示唆に富み、あっという間の2時間でした。また、言語のみの話にと

　　　できるサポート」というテーマで、ご講演いただきました。

　　　　　小山内先生には年に1回言葉に関する研修会をお願いしているのですが、今回は、言語発達に困り


